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上部消化管Ｘ線検査

上部消化管X線検査の受診者数は11,811人、このうち要精検者数は201人（1.7%）、治療中は４人
（0.03%）でした。

受診者数は11,811人、このうち有所見者数は6,155人（52.1%）。男女とも加齢とともに有所見率が
増加しています。

上部消化管X線検査で、１人の食道がんと３人の胃がんが発見されました。

性別 年齢 受診者数 正常者数
A・B判定（％）

経過観察者数
C0～C12判定（％）

要精検者数
D判定（％）

治療中
F判定（％）

男性

39歳以下 1,058 869 （82.1） 185 （17.5） 4 （0.4） 0
40-49歳 2,233 1,678 （75.2） 533 （23.8） 21（1） （0.9） 1 （0.1）
50-59歳 2,526 1,662 （65.8） 807 （31.9） 55（1） （2.2） 2 （0.1）
60-69歳 1,278 671 （52.5） 571 （44.7） 35（1） （2.7） 1 （0.1）
70歳以上 373 145 （38.9） 213 （57.1） 15（1） （4.0） 0

女性

39歳以下 580 453 （78.1） 119 （20.5） 8 （1.4） 0
40-49歳 1,414 1,045 （73.9） 350 （24.8） 19 （1.3） 0
50-59歳 1,545 1,061 （68.7） 467 （30.2） 17 （1.1） 0
60-69歳 638 349 （54.7） 270 （42.3） 19 （3.0） 0
70歳以上 166 76 （45.8） 82 （49.4） 8 （4.8） 0

計 11,811 8,009 （67.8） 3,597 （30.5） 201（4） （1.7） 4 （0.03）
赤字はがん発見数

 （件）

D
判
定
所
見

胃潰瘍瘢痕 33
胃隆起性病変 34
胃ポリープ 5
胃陥凹性病変 22
胃粘膜下腫瘍 12
胃潰瘍 11
食道ポリープ 4
食道潰瘍 7
胃硬化像 9
食道隆起性病変 12（1）
その他 37（3）

赤字はがん発見数
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上部消化管Ｘ線検査における要受診・要経過観察所見

上部消化管X線検査の受診者数は11,811人、このうち男性7,468人、女性4,343人でした。所見と
しては、男性は胃炎が最も多く1,219人（16.3％）、女性はポリープが最も多く597人（13.7％）でした。
 
上部消化管X線検査受診者のうち、がん発見数は４人（0.03％）で、食道がん１人、胃がん３人でした。

男性　7,468人 女性　4,343人 合計　11,811　人
部位 所見 要受診（％）経過観察（％） 要受診（％）経過観察（％） 要受診（％）経過観察（％）

食　
　
道

食道炎 6 （0.1） 21 （0.3） 0 2 （0.1） 6 （0.1） 23 （0.2）
食道びらん 0 0 0 0 0 0
食道潰瘍 6 （0.1） 0 1 （0.02） 0 7 （0.1） 0
食道潰瘍瘢痕 1 （0.01） 0 0 0 1 （0.01） 0
食道陥凹性病変 0 0 0 0 0 0
食道ポリープ 3 （0.04） 26 （0.3） 1 （0.02） 16 （0.4） 4 （0.03） 42 （0.4）
食道粘膜下腫瘍 0 4 （0.1） 0 1 （0.02） 0 5 （0.04）
食道隆起性病変 8（1）（0.1） 5 （0.1） 4 （0.1） 0 12（1）（0.1） 5 （0.04）
食道裂孔ヘルニア 1 （0.01） 133 （1.8） 1 （0.02） 30 （0.7） 2 （0.02） 163 （1.4）
胃食道逆流症 0 1 （0.01） 0 0 0 1 （0.01）
アカラシア 0 3 （0.04） 0 0 0 3 （0.03）
食道静脈瘤 0 0 0 0 0 0

胃

胃がん 2（2）（0.03） 0 0 0 2（2）（0.02） 0
胃炎 2（1）（0.03）1,219（16.3） 2 （0.1） 451（10.4） 4（1）（0.03）1,670（14.1）
萎縮性胃炎 10 （0.1） 36 （0.5） 4 （0.1） 18 （0.4） 14 （0.1） 54 （0.5）
化生性胃炎 0 4 （0.1） 0 0 0 4 （0.03）
胃びらん 0 0 0 0 0 0
胃潰瘍 5 （0.1） 0 6 （0.1） 0 11 （0.1） 0
胃潰瘍瘢痕 20 （0.3） 23 （0.3） 13 （0.3） 6 （0.1） 33 （0.3） 29 （0.2）
胃陥凹性病変 21 （0.3） 0 1 （0.02） 0 22 （0.2） 0
胃ポリープ 5 （0.1） 549 （7.4） 0 597（13.7） 5 （0.04）1,146（9.7）
胃粘膜下腫瘍 7 （0.1） 30 （0.4） 5 （0.1） 42 （1.0） 12 （0.1） 72 （0.6）
胃腺腫 0 0 0 0 0 0
胃隆起性病変 18 （0.2） 9 （0.1） 16 （0.4） 2 （0.1） 34 （0.3） 11 （0.1）
胃硬化像 7 （0.1） 3 （0.04） 2 （0.1） 2 （0.1） 9 （0.1） 5 （0.04）
胃巨大粘膜ひだ 0 2 （0.03） 1 （0.02） 0 1 （0.01） 2 （0.02）

十
二
指
腸

十二指腸びらん 0 0 0 0 0 0
十二指腸潰瘍 2 （0.03） 0 0 0 2 （0.02） 0
十二指腸潰瘍瘢痕 1 （0.01） 120 （1.6） 1 （0.02） 34 （0.8） 2 （0.02） 154 （1.3）
十二指腸ポリープ 0 14 （0.2） 1 （0.02） 12 （0.3） 1 （0.01） 26 （0.2）
十二指腸粘膜下腫瘍 0 0 0 0 0 0
十二指腸腫瘍 0 0 0 0 0 0
十二指腸隆起性病変 3 （0.04） 7 （0.1） 1 （0.02） 0 4 （0.03） 7 （0.1）
リンパ過形成（十二指腸） 0 3 （0.04） 0 4 （0.1） 0 7 （0.1）

赤字はがん発見数
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上部消化管内視鏡検査

上部消化管内視鏡検査の受診者数は8,986人、このうち男性5,544人、女性3,442人でした。要精
検者数は男性68人（1.2%）、女性29人（0.8%）、計97人（1.1%）でした。がん発見数は10人（0.11%）
で、喉頭がん１人、食道がん２人、胃がん６人、十二指腸がん１人でした。

受診者数は8,986人、このうち有所見者数は5,208人（58.0%）。70歳以上の男性の有所見率（80.8%）
が最も高い結果となりました。

性別 年齢 受診者数 正常者数
A・B判定（％）

経過観察者数
C0～C12判定（％）

要精検者数
D判定（％）

治療中
F判定（％）

男性

39歳以下 375 201 （53.6） 173 （46.1） 1 （0.3） 0
40-49歳 1,306 636 （48.7） 660 （50.5） 10 （0.8） 0
50-59歳 1,872 686 （36.6） 1,156（1）（61.8） 27（2） （1.4） 3 （0.2）
60-69歳 1,204 301 （25.0） 886 （73.6） 15（2） （1.2） 2 （0.2）
70歳以上 787 151 （19.2） 621 （78.9） 15（2） （1.9） 0

女性

39歳以下 236 161 （68.2） 71 （30.1） 3 （1.3） 1 （0.4）
40-49歳 866 572 （66.1） 287 （33.1） 7 （0.8） 0
50-59歳 1,256 695 （55.3） 549 （43.7） 10（1） （0.8） 2 （0.2）
60-69歳 714 284 （39.8） 427 （59.8） 3 （0.4） 0
70歳以上 370 91 （24.6） 273 （73.8） 6（2） （1.6） 0

計 8,986 3,778 （42.0） 5,103（1）（56.8） 97（9） （1.1） 8 （0.09）
赤字はがん発見数
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上部消化管内視鏡検査における要受診・要経過観察所見（一次検査）

上部消化管内視鏡検査の受診者は8,986人、このうち男性5,544人、女性3,442人でした。所見と
しては、男性女性ともに萎縮性胃炎が最も多く、男性1,747人（31.5%）、女性882人（25.6%）に認
められました。要受診となった所見で最も多かったのは、胃食道逆流症19人（0.2%）でした。喉頭
がんが１人に発見されました。

　　男性　5,544人 女性　3,442人 合計　8,986人
部位 所見 要受診（％）経過観察（％） 要受診（％）経過観察（％） 要受診（％）経過観察（％）

食　
　
道

食道がん 1（1）（0.02） 0 1（1）（0.03） 0 2（2）（0.02） 0
食道腫瘍 1 （0.02） 0 0 0 1 （0.01） 0
食道炎 0 21 （0.4） 1 （0.03） 13 （0.4） 1 （0.01） 34 （0.4）
食道びらん 0 2 （0.04） 0 2 （0.06） 0 4 （0.04）
食道ポリープ 0 8 （0.1） 0 3 （0.09） 0 11 （0.1）
食道粘膜下腫瘍 1 （0.02） 24 （0.4） 0 16 （0.5） 1 （0.01） 40 （0.4）
食道隆起性病変 2 （0.04） 9 （0.2） 0 3 （0.09） 2 （0.02） 12 （0.1）
食道裂孔ヘルニア 0 105 （1.9） 0 36 （1.0） 0 141 （1.6）
胃食道逆流症 17 （0.3） 850（15.3） 2 （0.06） 173 （5.0） 19 （0.2） 1023（11.4）
バレット上皮 0 60 （1.1） 0 23 （0.7） 0 83 （0.9）
食道静脈瘤 1 （0.02） 1 （0.02） 0 1 （0.03） 1 （0.01） 2 （0.02）
食道カンジタ 0 5 （0.09） 0 1 （0.03） 0 6 （0.07）
＊喉頭ポリープ 1（1） 1（1）

胃

胃がん 2（2）（0.04） 0 0 0 2（2）（0.02） 0
胃炎 1 （0.02） 915（16.5） 2 （0.06） 393（11.4） 3 （0.03）1,308（14.6）
萎縮性胃炎 2 （0.04）1,747（31.5） 5 （0.1） 882（25.6） 7 （0.08）2,629（29.3）
化生性胃炎 1 （0.02） 166 （3.0） 0 48 （1.4） 1 （0.01） 214 （2.4）
胃びらん 1（1）（0.02） 71 （1.3） 1 （0.03） 30 （0.9） 2（1）（0.02） 101 （1.1）
胃潰瘍 7 （0.1） 2 （0.04） 4 （0.1） 1 （0.03） 11 （0.1） 3 （0.03）
胃潰瘍瘢痕 0 83 （1.5） 1 （0.03） 28 （0.8） 1 （0.01） 111 （1.2）
胃陥凹性病変 5（1）（0.09） 25 （0.5） 1（1）（0.03） 6 （0.2） 6（2）（0.07） 31 （0.3）
胃ポリープ 2 （0.04） 259 （4.7） 1 （0.03） 126 （3.7） 3 （0.03） 385 （4.3）
胃粘膜下腫瘍 0 265 （4.8） 3 （0.09） 180 （5.2） 3 （0.03） 445 （5.0）
胃腺腫 0 3 （0.05） 0 1 （0.03） 0 4 （0.04）
胃隆起性病変 5 （0.09）20（1）（0.4） 0 9 （0.3） 5 （0.06）29（1）（0.3）
胃腫瘍 1 （0.02） 0 0 0 1 （0.01） 0
胃黄色腫 0 3 （0.05） 0 0 0 3 （0.03）

十
二
指
腸

十二指腸炎 2 （0.04） 40 （0.7） 1 （0.03） 10 （0.3） 3 （0.03） 50 （0.6）
十二指腸びらん 2 （0.04） 86 （1.6） 1 （0.03） 22 （0.6） 3 （0.03） 108 （1.2）
十二指腸潰瘍 1 （0.02） 0 0 1 （0.03） 1 （0.01） 1 （0.01）
十二指腸潰瘍瘢痕 0 86 （1.6） 0 31 （0.9） 0 117 （1.3）
十二指腸ポリープ 0 77 （1.4） 0 26 （0.8） 0 103 （1.1）
十二指腸粘膜下腫瘍 0 27 （0.5） 0 8 （0.2） 0 35 （0.4）
十二指腸隆起性病変 1 （0.02） 4 （0.07） 1（1）（0.03） 2 （0.06） 2（1）（0.02） 6 （0.07）
ファーター乳頭腫大 1 （0.02） 0 0 1 （0.03） 1 （0.01） 1 （0.01）
十二指腸のう腫 0 10 （0.2） 0 1 （0.03） 0 11 （0.1）
リンパ過形成（十二指腸） 0 0 0 0 0 0

赤字はがん発見数


